






























































































































































































































































































      
ではなく，テクストの身体への刻印，空間の中で
眼に対して意味を盛り上げ，光学的に意味作用をおこなう見る者の視線に向けての身体の修辞

















































     
ポーズをとる。はだしの足
を地面にぺたっと
   
つけ，膝は柔らかく，きびきびと
    
動いて，
腕を両側にまっすぐ
   
伸ばして指はぴりぴりと




















        
に移り，やわらかなウェストを軸にから
だをゆすりながら，腕は手首と肘でかっちりとした











セ レ デ ・ ナ ン セ ン
面を見つめた瞬間，くるりと斜


































   
は休息を取るというルーティーン化された主体と
時間的状況を，また，毎度繰り返される
















































































































































































































































   
型でありながら，この型は動き運動し変化する
   
ことになるからだ。情念の定まった

















    
身振りに
は，定められた動きようのな































ウ エ ヌ ス
の女神が，又
春の先






















































































































































































こ れ が パ リ よ
・セ・パリ」やジャン・ギャバンが出演
した「パ



































































































   
方向，ひとつの
   
向きを与え，ひとつの
   
現実性，ひとつの
   
一義的な運動を
付与し・・・ひとつの
   
傾斜，ひとつの








































































































































































































8;）『ムーラン・ルージュ』を舞台とした映画は 4<5;年から 5334年まで 44本制作されている。また，ムーラン・
ルージュを扱ったゲームとしては，プレイ・ステーションの.FEBMPG)POPS6OEFSHSPVOE5335533<と 5IF
4BCPUFVS533<がある。
8<）「喝采」と「スペクタクル」との意義については，ジョルジョ・アガンベン『王国と栄光』高桑和巳訳，青土
社，6343年，76:頁。
93）ジル・ドゥルーズ『経験論と主体性』木田元・財津理訳，河出書房新社，5333年，;5頁，傍点筆者。さらに，
47，65，;6～ ;7頁などを参照。
94）この点に関しては，主体としての自己とは「思いもつかぬ早さでつぎつぎと継起し，たえず変化し，動き続
けるさまざまな知覚の束」として「同一性」や唯一性を保持している，とのヒュームの指摘を思い浮かべ
よ。デイヴィド・ヒューム「人性論」『ロック・ヒューム世界の名著65』土岐邦夫訳，中央公論社，4<;3年，
7:3～ 7:4頁。
95）「フロー」とその意義については，ミハイ・チクセントミハイ『フロー体験喜びの現象学』今村浩明訳，世
界思想社，4<<9年を見よ。
96）情念の種類に関しては，ルネ・デカルト「情念論」『デカルト世界の名著55』野田又夫訳，中央公論社，
4<:8年，775頁以降参照。
＊本論文は，平成 55年度科学研究費補助金（基盤 $）による成果の一部である。
